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パーティションを簡単操作！

パーティション
ワークス

●データを消さずに簡単に
　パーティションを操作
●SSD/2TBを超える
　大容量ハードディスクへ対応
●初めてでも安心！
　図解中心のガイドブック付き
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目的別ガイド
初心者のためのガイドです。
中級、上級者の方は、
そのまま読み進めてください。
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パーティションワークスの特長
S T E P  1

パーティションワークスを使えば、はじめてでも簡単にパーティションを
操作できます。一般的なアプリケーションと同様な操作ができ、パーティ
ションの管理に必要なさまざな機能が含まれています。また、これらの各
機能は、製品CDからパソコンを起動して、インストールすることなく使
用することも可能です。

　パーティションワークスではWindo
wsの画面上から、パーティションの作成
や削除、サイズ変更、結合などの操作が可
能です。操作するパーティション内のデー

Windows上からパーティション操作

パーティションの操作画面

タを失わずに、これらの作業ができるため、
すでに利用中のパソコンでも大きなパーテ
ィション構成の変更などを自在に行うこと
ができます。
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S T E P1 パーティションワークスの特長

　パーティションワークスの製品CD-
ROMから起動して、パソコンにインスト
ールすることなくパーティション操作を

製品CD-ROMから起動してパーティション操作

製品CD-ROMからの起動画面

行うことも可能です。起動のOSにはWi 
ndows PEが使われているため、インスト
ールした場合と同じ操作で実行可能です。

パーティションの構成状態を
イメージとして表示

多彩なウィザードを準備

　パーティション操作時は、ハードディス
クのパーティション構成がイメージとして
図示された状態で行えるので、操作前や操
作後のパーティションの状態が非常に把握
しやすくなっています。

ハードディスクのイメージを見ながら操作可能
　主要な機能の多くはウィザードによる対
話形式で行えるため、難しい知識がなくて
も多彩なパーティション操作が可能です。

ウィザード形式で簡単にパーティション操作
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「適用」ボタンと「破棄する」ボタン

バックアップウィザード画面

　FAT16／32、NTFSなどの主要なファ
イルシステムに対応。ハードディスク／
SSDもEIDEやIDE、SATA、SCSI、SAS

多彩なファイルシステム、ハードウェアに対応
といった主要な接続方式に加え、USBや
IEEE1394などの外付けハードディスクに
も対応しています。

多彩なファイルシステムに対応

ファイルシステムやパーティションの
種類の変換も可能

　設定した操作は、すぐに実行されること
はありません。いったんジョブとして保存
され、保留されます。設定を反映させるに
は、ツールバーの「適用」をクリックします。
そのため、設定を間違った場合でも、パソ
コンに深刻なトラブルを引き起こすことが
ありません。また、操作をやり直したいと
きは「破棄する」ボタンで操作をやり直すこ
とができます。

操作の適用と破棄
　パーティション単位やドライブを丸ごと
バックアップするなど、基本的なバックア
ップ機能を持っています。バックアップ先
には外付けハードディスクをおすすめしま
す。

バックアップ機能
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パーティションワークスを
利用する前に
パーティションワークスを利用する前に、
知っておくべき知識や基本的な操作方法、
注意点などを解説します。

Partition Works
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1台のハードディスクの中身を複数に分割できる。
分割した1つ1つをパーティションと呼ぶ。

パソコンにハードディスクが1台しか搭載されていなく
ても、パーティションで分割すれば、パソコンの上か
らは2つのドライブとして認識される。

パーティションとは
S T E P  2

パーティションワークスは、パーティションを操作するソフトです。では、
この「パーティション」とは一体どういうものでしょうか？　本製品をきち
んと使いこなすためにも、まずはパーティションについて理解しておきま
しょう。

　パーティションとは英語で「仕切ること」
や「分割された部分」を指す言葉で、パソコ
ンの世界では、1台のハードディスクを論
理的に分割すること、もしくは、その分割
した部分を意味します。
　ハードディスクを論理的に分割するとい
うのは、どのようなことを指すのでしょう
か？　一般的なパソコンには1台のハード
ディスクが内蔵されています。しかし、パ
ソコンによっては、CドライブとDドライブ
のように内部的には、2つのドライブとし
て認識されている場合があります。
　このように1台のハードディスクをコン
ピュータ上では2つのドライブとして見え
るように容量を分割したそれぞれのドライ
ブをパーティションと呼びます。
　ハードディスクを複数のパーティショ
ンに分割することで、一方のドライブに
Windowsなどのシステムを入れ、もう一方
にデータを保存するといった使い分けが可
能になります。このようにシステムとデー
タを別々のドライブに保存することで、シ
ステム不調時の対策やバックアップの利便
性が高まります。
　また、2つのドライブにそれぞれWin
dowsやLinuxといった別々のOSを入れて、
OSを切り替えてパソコンを起動したりする
ことも可能になるのです。

パーティションとは何か？

ハードディスクを分割する

ハードディスク

パーティション

パーティション

1台のハードディスクを2つのドライブとして使う
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S T E P2 パーティションとは

パーティションワークスなら、難しい知識がなくても
ハードディスクの分割やパーティションのサイズ変更を
自由に行える。

　非常に便利なパーティションですが、1
つ欠点があります。それはパーティション
を扱うのは難しいということです。
　たとえば、使っているパソコンのハード
ディスクが分割されていない場合、それを
分割するには、基本的にOSの再インストー
ルが必要になります。
　また、300GBのハードディスクを150 
GBずつ2つに分けていたとしましょう。使
っていくうちに片方は空き容量が多いのに、
もう一方はファイルがいっぱいになってし
まった場合、ファイルを消さずに、ひとつ
を100GBに縮小し、もうひとつを200 
GBにするといった調整はWindowsの機能
ではできません。
　パーティションワークスならば、難し
い知識がなくても、パーティションを自
由に操ることが可能です。ハードディス

クの内容を消さずに、1つのドライブを分
割したり、分割しているハードディスクの
2つのドライブの容量調整といったことも、
Windows上でマウス操作だけで簡単に実現
できます。

パーティションワークスを活用する

　パーティションには、「基本パーティショ
ン」「拡張パーティション」「論理パーティシ
ョン」という3つの種類があります。この3
つはそれぞれに違った役割を持っているの
で、きちんと使い分けることが必要です。
　基本パーティションは、システムのイン
ストールやデータの保存が可能なパーティ
ションで、「基本領域」や「プライマリパーテ
ィション」とも呼ばれます。基本パーティシ
ョンは、パソコン上では1つのドライブと
して認識されます。
　一方、拡張パーティションは作成しただ
けではパソコン上のドライブとして認識さ
れない特殊なパーティションです。このパ
ーティション上に直接データを保存するこ
とはできません。
　論理パーティションは、この拡張パーテ

ィションの中に作成できるパーティション
です。拡張パーティションに割り当てられ
た領域は、論理パーティションを作成して
はじめてパソコンに認識され、データの保
存が可能になります。拡張パーティション
は、この論理パーティションを作成するた
めの入れ物のように考えておけばいいでし
ょう。

3種類のパーティションを使い分ける

パーティションを自在に操作

3種類のパーティション

基本
パーティション

ハードディスク上に直接作成でき、
OSのインストールやデータの保存が
可能なパーティション。

拡張
パーティション

単体ではファイルの保存などが不可
能な特殊なパーティション。内部に論
理パーティションが作成可能。

論理
パーティション

拡張パーティション内に作成するパー
ティション。データの保存は可能だが、
システムのインストールは不可能。
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基本パーティションをハードディスク上に4つ作成。これ以上パーティションを増やすことはできないが、それ
ぞれのパーティションにOSをインストールすることも、データを入れることもできる。

基本パーティションを2つ作り、拡張パーティション内には3つの論理パーティションを作る。2つのOSを切り替
えながら、5つの領域を利用できる。

OSのインストール用の基本パーティションを1つ作成し、残りを拡張パーティションに。拡張パーティション内に
4つの論理パーティションを持ち、合計で5つの領域を作成。

　パーティションを作成するに当たっては、
いくつかの制限があります。まず、基本パ
ーティションは1台のハードディスク上に
最大4つまでしか作成できません。ただし、
その4つのパーティションのうちの1つを拡
張パーティションとして作成した場合、拡
張パーティション内に論理パーティション
を複数作成することで、5つ以上に分割す
ることが可能です。
　拡張パーティションは1台のハードディ

スクに1つまでしか作成できません。しか
し、拡張パーティション内に作成する論理
パーティションの数に制限はありません。
ただし、Windowsではドライブを光学ド
ライブ（CD／DVD／Blu-rayドライブ）な
どとあわせて最大で26個まで（うち「A」と

「B」の2つはフロッピーディスクドライブ
専用）しか認識しないため、大量に論理ド
ライブを作成しても、すべてを使えるわけ
ではありません。

パーティション作成のルール

基本パーティション 基本パーティション 基本パーティション 基本パーティション

基本パーティション

基本パーティション 基本パーティション

拡張パーティション

拡張パーティション

論理
パーティション

論理
パーティション

論理
パーティション

論理
パーティション

論理
パーティション

論理
パーティション

論理
パーティション

パーティションの分割例
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S T E P2 パーティションとは

　Windowsではドライブを最大26個ま
でしか登録できないのには理由があります。
それは1つ1つのドライブに、A〜Zまでの

「ドライブ文字」や「ドライブレター」と呼ば
れる文字を割り当てるからです。AとBはフ
ロッピーディスク用に使われ、通常ハード
ディスクにはCから順番に文字が割り当て
られます。パソコンを起動するときのドラ
イブがCドライブなのは、こういった理由
からです。
　ドライブ文字は原則的に、C〜Zまでの文
字を認識した順番に割り振られます。たと

えば、パーティション分割していないハー
ドディスク1台と光学ドライブが1台搭載さ
れているパソコンの場合、ハードディスク
がCドライブになり、光学ドライブがDドラ
イブになります。
　このときに、ハードディスクを2つのパ
ーティションに分割した場合、Dドライブ
はすでに光学ドライブが使用しているので、
分割した2つ目のパーティションはEドライ
ブとなり、同じハードディスク上にあるド
ライブなのに連続した文字にならないこと
があります。

パーティションとドライブ文字

　分割したパーティションは、特定の管理
方式にしたがって初期化（フォーマット）し
てはじめて利用できるようになります。こ
の決まりはファイルシステムと呼ばれてい
て、いくつかの種類があります。

　Windows 7やVista、XPの場合、
NTFSやFAT32を利用するのが一般的にな
っています。以下に、パーティションワー
クスで扱えるファイルシステムをまとめた
のでご覧ください。

ファイルシステムとその種類

名前 特長 対応OS

FAT16
MS-DOSや初期のWindows95で使われていたファ
イルシステム。最大で2GBまでのパーティションしか
扱えない。

MS-DOS／Windows95／98／Me
／2000／XP／Vista／7／2003、
Linux、FreeBSDなど

FAT32 2GBの容量制限をクリアし、大容量に対応させた
ファイルシステム。多くのOSに対応している。

Windows 95 OSR2以降／98／Me／
2000／XP／Vista／７／2003、Linux、
FreeBSDなど

NTFS
Windows NT／2000／XP／Vista／7で使われる
ファイルシステム。ファイルの暗号化やアクセス制限
など多くの機能を持つ。

Windows NT／2000／XP／Vista
／7／2003、Linux、FreeBSDなど

ext2（※1） Linuxで広く使われているファイルシステム。 Linux

ext3（※1）
ext2を拡張したデータ変更の履歴を管理する機能を
持ったもの。トラブルが起きた場合でも、短時間で復
旧できる。

Linux

ReiserFS
（※1）

Linuxで利用されるファイルシステム。ext3同様に
データ変更の履歴管理機能を持つ。小さなファイル
が多いパーティションに強い。

Linux

Linux 
Swap2

（※1）

Linuxの仮想メモリ用パーティションで使われるファイ
ルシステム。通常のデータ保存用には用いない。 Linux

（※1）　作成、削除のみサポート
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　ハードディスク上のデータにエラーがあ
ったり、書き込み領域に欠陥がある場合、
パーティション操作中にトラブルが起きて、
最悪の場合ハードディスクが使えなくなる
可能性があります。そのため、本製品を使
ってパーティションの操作を行う前に、ハ
ードディスクのエラーチェックを行って問
題点を修復する必要があります。
　Windows Vista／7でエラーチェックを
行うには、以下の操作を実行してください。

ハードディスクのエラーチェックを実行
（Windows Vista／７の場合）

パーティションワークスを使う際の注意事項（必ずお読みください）
S T E P  3

パーティションワークスを利用してパーティション操作を行う際には、そ
の前にやっておくべきことと、いくつかの注意点があります。このページ
の注意事項をよく読んだ上で、事前にハードディスクのエラーチェックや
バックアップを必ず行ってください。

「コンピュータ」を
クリック1

メニューの「プロ
パティ」を選択3

エラーチェックするドライブを
右クリック2

「チェックする」
をクリック5

「ツール」タブ
を選択4

両方にチェック
を入れる6

「開始」を
クリック7

何回かエラーチェックを行っている場合は、
6の操作で「ファイルシステムエラーを自

動的に修復する」のみを有効にします。
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S T E P 3 パーティションワークスを使う際の注意事項

エラーチェックするドライブが使用中の場合
はこの画面が表示され、再起動後にエラー
チェックが実行される

「ディスク検査のスケジュール」を
クリックし、パソコンを再起動8

　エラーチェックの結果は、「コンピュータ
の管理」にあるイベントビューアのアプリケ
ーションログに記録されます。問題が解決
しているか確認しましょう。

Windows Vista／7の起動途中、この画面
が表示されエラーチェックが実行される。エ
ラーチェックが終了したらログオンする

　この画面が表示されたら、赤く囲った説明
欄に「0 KB in bad sectors」と表示されてい
ることを確認してください。このメッセージ
の「KB」の前の数値が「0」ではない場合、ハ
ードディスクに不良セクタ（bad sector」が
あることを意味するため、パーティション操
作はできません。
　次に「Cleaning up * unused〜」という表
示があるかどうかを確認します。「*」の部分
の数値が多い時は6の「ファイル システムエ
ラーを自動的に修復する」のみにチェックし
て、再度エラーチェックを行い、「Cleaning 
up * unused〜」の表示がなくなるか、少な
くとも「*」の数値が１桁になるまで、エラーチ
ェックを何回か繰り返してください。

「コンピュータ」
を右クリック9

「管理」を
選択10

「イベント ビューアー」
を選択11

「Windowsログ」を
選択12

「アプリケーション」
を選択13

ソース欄に「Wininit」と表示された
最新のイベントをダブルクリック14
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　ハードディスクを長く使っていると、ひ
とつのデータがハードディスク上の複数の
位置にまたがって保存される「断片化」が発
生します。この状態でパーティション操
作を行うと、処理時間が長くなる可能性が
あり、またトラブルの原因ともなります。
Windows Vista／７には自動的に断片化を
解消する機能がありますが、パーティショ
ンを操作する前に、念のため、事前にハー
ドディスクの最適化（デフラグ）の作業を手
動で行ってください。

ハードディスクの断片化を解消する
（Windows Vista／7の場合）

デフラグするドライブを
右クリック1

「コンピュータ」を開く

メニューの「プロ
パティ」を選択2

「最適化する」
をクリック4

「ツール」タブ
を選択3

パーティション操作の対象となるすべての 
ドライブに対してデフラグを実行する

「ディスクの最適
化」をクリック5

　Windows XPの場合は、以下の手順にし
たがってハードディスクのエラーの確認と
修復を行います。

ハードディスクのエラーチェックを実行
（Windows XPの場合）

「マイ コンピュータ」
をクリック1

メニューの「プロ
パティ」を選択3

エラーチェックするドライ
ブを右クリック2
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S T E P 3 パーティションワークスを使う際の注意事項

「チェックする」
をクリック5

「ツール」タブ
を選択4

２つのチェックボックスの
両方にチェックを入れる6

「開始」を
クリック7

「はい」をクリックし、
パソコンを再起動8

エラーチェックするドライブが使用中の場合
はこの画面が表示され、再起動後にエラー
チェックが実行される

Windows XPの起動途中、この画面が表示さ
れエラーチェックが実行される。エラーチェック
が終了したらログオンする

　再起動後、エラーチェックの結果を確認
して、ハードディスクにエラーがないかど
うかをチェックします。エラーチェックの
結果は、「コンピュータの管理」にあるイベ
ントビューアのアプリケーションログに記
録されています。

「マイ コンピュータ」を
右クリック9

「管理」を
選択10

何回かエラーチェックを行っている場合は、
6の操作で「ファイル システム エラーを自

動的に修復する」のみを有効にします。
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　この画面の「説明」欄内に「0 KB in bad 
sectors」というメッセージがあることを確
認してください。「KB」の前の数値が「0」で
はない場合、ハードディスクに不良セクタ

（bad sector）があるため、パーティション
操作はできません。
　また、「Cleaning up * unused …」とい
うメッセージがある場合、6の「ファイル シ
ステムエラーを自動的に修復する」のみにチ
ェックしてエラーチェックを再度行ってく
ださい。その後、「Windows has checked 
the file system and found no problems」
というメッセージが表示されるか、少なく
とも「*」の数値が１桁になるまで、エラーチ
ェックを何回か繰り返してください。

　Windows XPの場合は、以下の手順にし
たがってハードディスクの断片化を解消し
ます。

ハードディスク断片化を解消
（Windows XPの場合）

メニューの「プロ
パティ」を選択2

デフラグするドラ
イブを右クリック1

「最適化する」を
クリック4

「ツール」タブ
を選択3

「コンピュータ」を開く

パーティション操作の対象となるすべてのド
ライブに対してデフラグを実行する

「イベント ビューア」
を選択11

「アプリケーショ
ン」を選択12

ソース欄に「Winlog 
on」と表示された最新の
ログをダブルクリック

13

「Winlogon」の内容がチェック
ディスク結果のログ

「最適化」を
クリック5
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S T E P 3 パーティションワークスを使う際の注意事項

　パーティション操作の処理中、
画面が停止（フリーズ）したよう
に見えることがあります。しか
し、その場合も内部的な処理が
行われています。このとき電源
を切ると、データを消失してし
まう危険がありますので、電源
は切らないで作業が終了するの
を待ってください。
　また「キャンセル」ボタンも、
処理を強制的に終了させること
になりますので、むやみにクリ
ックしないでください。
　やむをえず電源を切らなけれ
ばいけない場合は、パソコン本
体のハードディスクのアクセス
ランプが消灯しているか、「点滅
していない」ことを必ず確認して
ください。

　パーティションワークスは、ハードディ
スク上のデータ領域やシステム起動情報を、
直接変更します。そのため、使用中に何ら
かのトラブル（お客様の操作ミスも含む）が
発生すると、Windowsが起動しなくなっ
てしまったり、データがなくなってしまう
可能性があります。
　パーティションワークスには、パーティ
ション操作中の電源トラブルに対しては復
旧するための安全対策が施されていますが、
すべてのトラブルに対応できるものではあ
りません。
　とくに、お客様自身で作成されたデータ
ファイルは、トラブルにより復旧できなく
なる可能性がありますので、必ずバックア
ップを行ってください。またバックアッ
プは、外付けハードディスク、CD、DVD、
USBメモリなど、外部メディアに保存し
てください。

操作中は電源を切らない

操作前のバックアップは必須

Windows上での
パーティション操作
中の画面

再起動処理時に表示
されるパーティション
操作中の画面

Windows 7の起動用パーティションは
削除しない

　Windows 7ではインストールの方法やパソコン
のメーカーによって、システムがインストールされ
ているパーティションとは別に、100MBの起動
用のパーティションを確保していることがあります。
このパーティションを削除するとWindows 7が起
動しなくなってしまうので、注意してください。

※起動用のパーティションは「システムで予約済
み」というボリュームラベルが付けられています。
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パソコンの設定によっては、上のようなイ
ンストール用のソフトウェアが自動的に起

動せずに、下のような画面が表示されることがあ
ります。このような場合、「Launcher.exeの実
行」をクリックしてください。

シリアル番号は、パッケージ版の場合、同
梱されている『ユーザ登録カード』に、ダウ

ンロード版の場合、『購入時のメール』に記載して
あります。アップグレード版は、この後に旧製品
のシリアル番号の入力が求められます。

パーティションワークスをインストールする
S T E P  4

パーティションワークスを利用するには、パソコンにインストールして使
う方法と、製品のCD-ROMから起動して利用する方法の2つがあります。
ここではパソコンにインストールする方法を解説します。

「Launcher.exeの実行」をクリックすれば、イン
ストール用のソフトウェアが起動する。

※空き領域が少ない場合は、ステップ6を参考に
CD起動での操作をおすすめします。

　パーティションワークスの製品CD-ROM
をパソコンに挿入すると、製品をインスト
ールするためのソフトウェアが自動的に起
動します。以後、画面の指示にしたがって
いけば、パーティションワークスがインス
トールできます。

製品CD-ROMをパソコンに挿入

「インストール」を
クリック1 「次へ」を

クリック4

「使用許諾契約の条項に
同意します（A）」を選択3

「次へ」を
クリック2

製品のシリアル番号を入力
※シリアル番号は半角大文字で入力してください5

「次へ」を
クリック6
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S T E P4 パーティションワークスをインストールする

「次へ」を
クリック9

「はい」をクリックする前に、CD-ROMを取
り出してください

インストール作業が実行されるので、
終了するのを待つ

再起動後、デスクトップ上に
「LB Partition Works」の
アイコンが追加され、パー
ティションワークスが使える
状態になる

「完了」を
クリック11

「はい」を
クリック12

「次へ」を
クリック8

「このコンピュータを使
用するすべてのユー
ザ」を選択

7

「インストール」を
クリック10
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パーティションワークスをアンインストールする
S T E P  5

パーティションワークスを使わなくなった場合、アンインストールできま
す。アンインストールはWindowsの「コントロールパネル」から行います。

「スタート」ボタン
をクリック1

「プログラムのアンインストール」
をクリック3

「コントロールパ
ネル」をクリック2

「アンインストール」を
クリック5

プログラム一覧から「LB Partition 
Works」を選択4

　パーティションワークスのアンインスト
ール作業は以下の手順で行います。なお、
パーティションワークスをアンインストー
ルした後でも、再インストールするか、CD
からの起動で再びパーティション操作を行
うことができます。

コントロールパネルからアンインストール
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S T E P 5 パーティションワークスをアンインストールする

　パーティションワークスのアンインスト
ールは、アンインストール作業後にパソコ
ンを再起動して完了します。他のアプリケ
ーションを利用している場合はそれらを終
了させてから、下の画面で「完了」をクリッ
クしてください。

再起動してアンインストール完了

「はい」を
クリック6

「はい」を
クリック7

「はい」を
クリック8

アンインストールの確認画面が表示される

Windows Vista/7の場合、ユーザーアカウ
ント制御画面が表示される

アンインストールが実行されるので終了を待つ

パーティション操作後にアンインストールし
ても、操作したパーティションが元に戻る

ことはありません。
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CD起動でパーティションを操作する
S T E P  6

パーティションワークスは、Windows上にインストールせずに、CD-
ROMから直接起動してパーティション操作やコピーを実行することもで
きます。ただし、いくつか制限事項と注意点がありますので、事前に理
解しておいてください。

　製品CD-ROMから起動すると、Windo
ws PE上でパーティション操作やコピーが
可能になります。
　ユーザーインターフェースや操作性は、
パーティションワークスをパソコンにイン
ストールして使用する場合と同じです。

CDから起動してパーティション操作

CD起動時の起動画面

　製品CDから起動した場合、以下の制限が
あります。

CD起動時の制限事項

❶ ハードディスクの認識順がWindows
上とは異なるため、外付けハードディス
クが1番目のハードディスクとして表示
される場合があります。

　パーティションワークスを製品CD-ROM
から起動して利用するには、パソコンが
CD-ROMからの起動をサポートしている必
要があります。
　また、サポートしている場合でもパソコ
ン起動時のメーカーロゴ画面で[F12]など
のキーを押して、「ブートメニュー」を表示
し、光学ドライブを指定しなければならな
い機種や、BIOSでシステムを読み込むデ
バイスの優先順位を変更しなければならな
い機種もあります。CD起動のサポートの
有無、ブートメニューを表示するための指
定キー、BIOSの設定方法などは、パソコ
ンのマニュアルを参照するか、製造元にご
確認ください。

BIOSの設定を確認する

❷ ドライブ文字（C:など）は、CD起動時
に一時的に割り当てられたものになり
ます。そのため、Windows上とは異な
る場合が多く、CD起動時にドライブ文
字を変更しても、Windows上には反映
されません。

❸ 72時間以上継続して使用することがで
きません。起動から72時間後に、自動
的に再起動されます。

パーティション操作を行う前に、必ずステップ
3を参考にエラーチェックを行ってください。
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S T E P6 CD起動でパーティションを操作する

BIOSの設定画面

ブートメニュー画面

　パーティションワークスは、CDから直接
起動することができます。起動後の操作は
パソコンにインストールした場合とほぼ同
じです。ここではCDから起動する方法を解
説します。まずは、パソコンを起動し、パ
ーティションワークスのCDをドライブにセ
ットして再起動します。再起動後は、以下
の解説にしたがって操作してください。

CDからの起動方法

Windows PEの起動準備が始まる

WindowsPEが起動

チェック
を入れる1

「同意する」を
クリック2

スタートユーティリティがIMEの開始、
ハードウェアの確認を実行する
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アプリケーションランチャが表示される

「LB パーティションワークス」
をクリック3

LB パーティションワークス 
パーティションワークスを起動して、パーティション操
作／バックアップ／復元／コピーを実行することができ
ます。

ファイル転送ウィザード 
ファイル転送ウィザードを起動して、ファイルやフォル
ダを別ドライブまたはCD／DVDに保存することができ
ます。

ドライバのロード 
CD起動時に標準でサポートされていないサードパー
ティ製のRAID、SCSI ドライバやネットワークドライバ
を追加することができます。

ブートコレクタ 
マスターブートレコードやパーティションブートレコード
を修正するためのウィザードを起動できます。

ネットワークの構成 
ネットワークの設定を行うことができます。IPアドレス
等を手動で設定したい場合に利用します。

ログ セーバー 
CD起動時に行った操作の記録を保存するための機能。

再起動 
システムを再起動します。

シャットダウン 
システムをシャットダウンします。

パーティションワークスが起動する

　以上の操作でWindows PE上でパーティ
ションワークスが起動して、パーティショ
ンのコピーや削除、移動などが可能になり
ます。

ハードディスクが認識できない場合、左の
ような警告画面が表示されます。このよ
うなときは27ページの「ドライバのインス

トール」を参照して、ハードディスクのドライバを
追加してください。
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S T E P6 CD起動でパーティションを操作する

　CD起動による操作が終了したら、CDを
ドライブから取り出して再起動、または電
源を切ります。

　CDでの起動時は、RAID構成のHDDや一
部の外付けHDDなどのハードディスクが認
識できない場合があります。その場合、ド
ライバーをインストールすることで、認識
できるようになります。事前にドライバー
が含まれるフロッピーディスクやUSBメモ
リを用意して下さい。

CD起動の終了手順

ドライバのインストール

「シャットダウン」を
クリック3

「ツール」
をクリック1

「ドライバのロード」
をクリック1

「終了」を
クリック2

保存先を参照してドライバ
のファイルを選択2

「開く」を
クリック3

「はい」を
クリック4
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※CD起動の場合は、ウィザードのメニューが表示されないなど、一部画面の構成が違います。

操作画面の見方
S T E P  7

パーティションワークスを使いこなすために、まずは各操作画面の見方を
確認しておきましょう。

　パーティションワークスは、「ディスクビ
ュー」が表示された状態で起動します。ほと
んどの操作は、このディスクビューから実
行します。
　メニューバー下のツールバーには「パーテ
ィションの作成」「空き領域の移動」など、よ
く使う操作がボタンとして並び、すぐに実
行することができます。

ディスクビューのタブ
　また、画面左には「ウィザードのメニュ
ー」があり、ここにもよく使う機能が表示さ
れます。 「ウィザードのメニュー」の右側の
部分には、選択されたハードディスクの情
報が表示されます。また、ハードディスク
内のパーティションをクリックすると、そ
のパーティションに関する情報が表示され
ます。

ハードディスクの内容表示

ハードディスクやパー
ティションの詳細情報

「ディスクビュー」と「ヘルプ」の切り替え

ヘルプと最新情報

ウィザードのメニュー
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S T E P7 操作画面の見方

「ボリューム参照」タブ

　ディスクビューの左下にある「ボリューム
参照」タブをクリックすると、ハードディス
ク内のドライブや、CD／DVD内部の情報
をツリー状に表示して確認することができ

ます。
　また、バックアップ機能で作成したバッ
クアップイメージの中身を調べたり、そこ
からファイルを取り出すこともできます。

内容をツリー形式で表示

ボリューム参照のタブ
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適用後この画面が表示されたら、パソコンの
電源を切らないように注意してください。

仮想操作と「適用」ボタン
S T E P  8

パーティションワークスでは、間違ったパーティション操作を防ぐために、
操作の後に改めて「適用」ボタンを押すまで実際には操作内容が実行されな
い「仮想操作」という手法をとっています。

　パーティション操作は間違えると、ハー
ドディスクの内容をすべて失ってしまう可
能性があります。パーティションワークス
では、その対策として、操作した内容を、
その場で実行せずに、保留する仮想操作と
いう手法をとっています。操作した内容を
実際のハードディスクに反映するには、改
めて「適用」ボタンを押す必要があります。
　操作を行ってから、実際に処理を行うま
でにワンクッションおくことで、ちょっと
した操作ミスが大きなトラブルにならない
ように防いでいるのです。

仮想操作でトラブルを防ぐ

適用するかを再度確認される
処理内容がリスト表示され、また処理前と処理
後のハードディスクのイメージが比較できる

「適用」を
クリック1

「はい」を
クリック2

　また、「適用」ボタンを押すまでは、実際
の処理が行われないことを利用して、複数
のパーティション操作を行った後に、まと
めて「適用」を押して、複数の処理を一括し
て行うことも可能です。
 「適用」を押す前に、同じ列の「変更内容の
表示」ボタンを押すと、適用される処理の前
後のハードディスクのイメージを比べてみ
ることが可能です。

処理内容の確認方法

実際の処理が始まる
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パーティションワークスを
利用する
パーティションワークスを使ってパーティションを操作
するさまざまな方法を解説します。

Partition Works
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パーティションを作成する
S T E P  9

新しいパーティションを作成します。ハードディスクがCドライブだけの
場合でも、ハードディスク内のデータを削除することなく、空き領域を利
用してDドライブを作成できます。操作はウィザード形式で、質問に答え
る形で進めます。

 「パーティションの作成ウィザード」を使い、
パーティションのサイズや種類を指定して
パーティションを作成します。
操作を実行する前にステップ3 のエラーチェックを必ず
実行してください。

ウィザードでパーティションを作成する

指定したら「次へ」
をクリック6

「次へ」を
クリック3

「次へ」を
クリック4

作成するパーティションの
サイズをドラッグして指定5

パーティションを作成するハードディスクと場
所を選択する。複数のハードディスクがあると
きは、ここで対象のハードディスクを選択する

「パーティションの作成ウィザード」が起動する

「ウィザード」を
クリック

「パーティションの
作成」をクリック

1

2
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S T E P9 パーティションを作成する

パーティション
の種類を選ぶ7

「次へ」を
クリック9

「完了」を
クリック10

「適用」を
クリック11

「はい」を
クリック12

「再起動」
をクリック13

再起動後にパーティションが作成される。作成
後、ハードディスクのエラーチェックが自動で
実行され、Windowsが起動する

しばらくすると、この画面が表示される

変更の適用を確認する画面が表示される

ウィザードによる作業が完了する

ドライブ文字
を選択8

　ウィザードでの設定が完了しても、パー
ティションの作成は実行されていません。
パーティションワークスの画面から「適用」
ボタンを押すことで、パーティションの作
成が始まります。

変更を適用する
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拡張パーティションを作成する
S T E P  10

新しいパーティションを作成するときに拡張パーティションを選んだ場合、
拡張パーティション作成後に論理パーティションを作成しないとドライブ
としては利用できません。

「パーティションの
作成」を選択3

「未割り当て」
領域を選択1

「パーティション」
をクリック2

「拡張パーティ
ション」を選択4

「はい」を
クリック5

「パーティションの
作成」を選択8

作成した拡張パー
ティションを選択6

「パーティショ
ン」をクリック7

「はい」を
クリック9

　ハードディスクの空き領域に拡張パーテ
ィションを作成します。

拡張パーティションを作成
　作成した拡張パーティション内に論理パ
ーティションを作成します。論理パーティ
ションは拡張パーティション内に複数作る
こともできます。

論理パーティションを作成
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S T E P10 拡張パーティションを作成する

　拡張パーティションと論理パーティショ
ンを作成したら、「適用」ボタンをクリック
することで、２つのパーティションが作成
されます。

適用をクリック

「適用」を
クリック10

「はい」を
クリック11

変更の適用を確認する画面が表示される

進行状況が表示される

ディスクビューに戻るので、作業が正しく行わ
れたことを確認する
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「パーティションの削除」
をクリック2

「ウィザード」を
クリック1

「次へ」を
クリック6

「次へ」を
クリック3

現在の状態

「次へ」を
クリック5

「パーティション削除ウィザード」が起動する

現在のハードディスクと削除した後のハード
ディスクの状態が表示されるので、その内容
を確認する

適用後の状態

削除したいパーティションを
選ぶ4

パーティションを削除する
S T E P  11

ハードディスク内のパーティションを削除することができます。パーティ
ションを削除した場合、保存しているプログラムやデータはすべてなくな
ります。慎重に作業を進めてください。

　ハードディスク内のパーティションの削
除は、「パーティション削除ウィザード」か
ら行います。

ウィザードでパーティションを削除する
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S T E P11 パーティションを削除する

「完了」をクリック7

「適用」を
クリック8

「はい」を
クリック9

「閉じる」を
クリック10

変更の適用を確認する画面が表示される

ディスクビューに戻るので、削除が正しく行わ
れたことを確認する

削除作業の進行状況が表示され、削除が完了
すると結果が表示される

Windows 7 の起動用パーティションは削
除しないでください。くわしくは 19 ペー
ジを参照してください。

　ウィザードが完了しても、パーティショ
ンの削除は実行されていません。指定した
変更を適用すると、パーティションが削除
されます。
パーティションに入っているプログラムやデータはすべ
て削除されます。

変更を適用する
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削除したパーティションを元に戻す
S T E P  12

ハードディスク上から削除したパーティションを元に戻します。

　パーティションワークスでは、削除した
パーティションを元に戻すことができます。
ただし、削除後にパーティションの作成や
フォーマット、サイズ変更、移動などを行
った場合、復元できません。また、そのよ
うな操作をしていない場合でも、削除した
パーティション内にあったデータが完全に
復元されることを保証するものではありま
せん。

「削除パーティション
の復元」をクリック2

「次へ」を
クリック5

「次へ」を
クリック7

「クイックサーチ」
を選択6

間違って削除したパーティションを復活

「削除パーティションの復元ウィザード」
が起動する

「次へ」を
クリック3

削除したパーティションの検索が始まる

復元したいパーティションが存在していた
ハードディスクにチェックを入れる4

※「クイックサーチ」で見つからない場合は、下の2つのオプションを選
択してください。

「ウィザード」を
クリック1
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S T E P12 削除したパーティションを元に戻す

復元したいパーティション
にチェックを入れる8

ウィザードによる作業が完了する

検索で削除されたパーティションが見つかると、
一覧に表示される

「次へ」を
クリック9

「はい」を
クリック12

「適用」を
クリック

「完了」を
クリック10

変更の適用を確認する画面が表示される

復元処理の進行状況が表示、復元が終わると
結果が表示される

ディスクビューに戻るので、復元が正しく行わ
れたことを確認する

「閉じる」を
クリック13

11
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「はい」を
クリック4

「適用」を
クリック5

「はい」を
クリック6

パーティションのサイズを変更する
S T E P  13

パーティション内のデータを削除せずに、パーティションのサイズを小さ
くすることができます。また、ハードディスク内に未割り当ての領域があ
れば、パーティションのサイズを大きくすることも可能です。

　パーティションのサイズを変更し、縮小
すれば、ハードディスク内に未割り当て領
域を作ることができます。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

パーティションを縮小する

サイズを変更したい
パーティションを選択1

「パーティションの移動／
サイズ変更」をクリック2

パーティションの
境界部分をドラッ
グしてサイズを調
整する

3
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S T E P13 パーティションのサイズを変更する

「閉じる」を
クリック7

「再起動」を
クリック8

変更作業の進行状況が表示され、
完了すると結果が表示される

ディスクビューに戻るので、変更が正しく行わ
れたことを確認する

パーティションの処理中は、絶対に電源を
切らないでください。

再起動後にサイズ変更の処理が実行される

パーティションの処理中は、絶対に電源を
切らないでください。

　サイズを変更したいパーティション内で
Windowsやアプリケーションなどが利用さ
れている場合、再起動を促すメッセージが
表示されます。再起動後、サイズ変更の処
理が行われてから、Windowsが起動します。
なお、再起動前に利用しているプログラム
があるときは、必ずそれを終了させてから
行ってください。

パーティションが使用中の場合



42

「次へ」を
クリック3

「次へ」を
クリック5

「次へ」を
クリック7

「空き領域の移動ウィザード」が起動する

Cドライブを大きくして、Dドライブを小さくする	（ウィザード）
S T E P  14

ハードディスク内に2つのパーティションがあるとき、その容量の比率を
変更できます。

　1台のハードディスクしか搭載してない
パソコンに、CドライブとDドライブがある
場合、すでにハードディスクはパーティシ
ョンで分割されています。パソコンによっ
ては、付属リカバリCDなどで2つのパーテ
ィションの容量を変更することができます
が、その場合、システム自体を入れなおす
ため、ハードディスク内のデータなどは消
えてしまいます。しかし、パーティション
ワークスを利用すれば、今使っているパソ
コンをそのままに、両方のドライブの空き
領域を調節して、CドライブとDドライブの
比率を変更することが可能です。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

2 つのパーティションの比率を変更

「空き領域の移動」を
クリック2

領域を拡大したいパー
ティションを選択4

領域を縮小するパーティションに
チェックを入れる6

「ウィザード」を
クリック1
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S T E P 14 Cドライブを大きくして、Dドライブを小さくする（ウィザード）

「次へ」を
クリック9

「完了」を
クリック10

「適用」を
クリック11

「はい」を
クリック12

パーティションの処理中は、絶対に電源を
切らないでください。「適用」してもサイ

ズ変更が実行されない場合はエラーチェックが十
分でないか不良セクタがあります。エラーチェッ
ク結果をご確認ください。

再起動後にパーティションのサイズが
変更される

作業が始まり、しばらくすると
この画面が表示される

変更の適用を確認する画面が表示される

ウィザードによる作業が完
了する

パーティションの境界をドラッグして２つ
のパーティションの領域を指定8

「再起動」を
クリック13
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Dドライブ
を選択1

「はい」を
クリック4

「パーティションの
移動／サイズ変更」
をクリック

7

「はい」を
クリック9

Cドライブを大きくして、Dドライブを小さくする	（マニュアル操作）
S T E P  15

マニュアル操作でCドライブを拡大し、拡張パーティションのDドライブ
を縮小する方法を解説します。Dドライブが基本パーティションの場合、
₁～₄、�～�の順番となります。

　Cドライブを大きくして、Dドライブを少
なくするときに、まずはDドライブを小さ
くします。Dドライブが拡張パーティショ
ンの場合、はじめに拡張パーティション内
の論理パーティションを縮小する必要があ
ります。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

論理パーティションを縮小する

「パーティションの
移動／サイズ変更」
をクリック

2

　論理パーティションを縮小したら、拡張
パーティションを縮小して、空き領域を作
ります。

拡張パーティションを縮小する

拡張パーティション
（水色の部分）を選択 5「パーティショ

ン」をクリック6

ドラッグして
領域を縮小8

ドラッグしてDドライブの前
に空ける領域を指定3
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S T E P 15 Ｃドライブを大きくして、Dドライブを小さくする（マニュアル操作）

「はい」を
クリック13

Cドライブ
を選択10

「はい」を
クリック15

「閉じる」を
クリック16

変更の適用を確認する画面が表示される

パーティションの処理中は、絶対に電源を
切らないでください。

作業が完了すると結果が表示される

　Dドライブを縮小したことで、Cドライブ
を大きくするための未割り当て領域が確保
されました。あとはCドライブを大きくす
るように設定しましょう。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

Cドライブを大きくする

ドラッグして
領域を拡大12

「パーティションの移動／
サイズ変更」を選択11

　Dドライブの縮小とCドライブの拡大の設
定をしたら、設定を適用することで一度に
2つのパーティションの大きさを変更でき
ます。

変更を適用する

「適用」を
クリック14
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「次へ」を
クリック3

「次へ」を
クリック5

パーティションの結合元と結合先を間違え
ると、Windows が起動できなくなります。

また、結合するパーティションに各種ソフトウェア
をインストールしている場合には、結合は行わな
いでください。十分に気を付けてください。

パーティションを結合する
S T E P  16

隣り合った2つのパーティションを結合すれば、1つのパーティションと
して利用できます。

　パーティションを結合する際には、元に
なるパーティションとそこに結合するパー
ティションを指定します。結合後は、元に
なるパーティションの中にフォルダが作成
され、その中に結合されたパーティション
のファイルが移動されます。
　ただし、パーティションの結合は隣接し
た２つのパーティションのタイプ（基本／論
理）やファイルシステム（FAT／FAT32／
NTFS）が同一のものでなければなりません。
　また、パーティションの結合には時間が
かかります。CドライブとDドライブをひと
つにまとめたい場合には、Dドライブにあ
るデータを外付けハードディスクやDVDな
どに移動後に、Dドライブを削除してCドラ
イブを拡大した方が、処理時間を短縮でき
ます。
作業前にステップ3で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

ウィザードから結合を行う

結合先（拡大したい）の
パーティションを選択4

「ウィザード」を
クリック1

「パーティションの
結合」をクリック2
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S T E P16 パーティションを結合する

「次へ」を
クリック8

「次へ」を
クリック9

「完了」を
クリック10

「適用」を
クリック11

「はい」を
クリック12

「再起動」を
クリック13

再起動後にパーティション結合の処理
が実行される

再起動を促す画面が表示される

変更の適用を確認する画面が表示される

ウィザードによる作業が完了する

結合前と後の状態を確認する

パーティションの処理中は電源を切らない
ように注意してください。

結合するパーティ
ションを選択6

結合するパーティション
内のデータを保存する
フォルダを指定

7

※フォルダ名は半角英数字で指定してください。
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パーティションの移動には時間がかかりま
す。その間、パソコンの電源を切らないよ

うに注意してください。

パーティションを移動する
S T E P  17

パーティションワークスでは、パーティションの内容を消さずに、ハード
ディスク上のパーティションの位置を変更できます。

　パーティションの移動には、移動したい
パーティションの前か後ろに、未割り当て
領域がある必要があります。なお、複数あ
るパーティションの順番を入れ替えること
はできません。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

パーティションを移動する

移動したいパーティ
ションを選択 1

「閉じる」を
クリック7

「はい」を
クリック6

変更の適用を確認する画面が表示される
「パーティションの移動／
サイズ変更」をクリック2

マウスでドラッグし
て移動3

「はい」を
クリック4

「適用」を
クリック5

作業の進行状況が表示され、
完了すると結果が表示される
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作業が完了すると結果が表示される

起動に使っている Cドライブなどを非表示
にすると、他の動作に支障をきたす恐れが

あるので注意してください。

パーティションを非表示にする
S T E P  18

パーティションを非表示にすれば、Windowsの「エクスプローラー」などか
らドライブが表示されなくなり、そのパーティションにアクセスできなく
なります。

　Dドライブを非表示にして、アクセスで
きないようにします。また、非表示にした
ドライブを表示するように戻すには、同様
の操作をして元に戻すことが可能です。

ドライブを非表示にしてアクセスを制限する

対象のパーティ
ションを選択 1

「閉じる」を
クリック7

「はい」を
クリック6

変更の適用を確認する画面が表示される「パーティションの
非表示」を選択3

「はい」を
クリック4

「適用」を
クリック5

「パーティション」を
クリック2

確認のメッセージが表示される
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拡張パーティションをサイズ変更／移動する
S T E P  19

拡張パーティションのサイズ変更や移動ができます。ただし、基本パー
ティションと違い、内部の論理パーティションのサイズ変更などを行って
から、拡張パーティションの操作を行う必要があります。

　拡張パーティションの中には、基本的に
論理パーティションが割り当てられている
ため、基本パーティションのように自由な
サイズ変更や移動ができません。
　そのため、拡張パーティションの各種操
作を行う前に、内部の論理パーティション
の操作を行う必要があります。
　たとえば、拡張パーティションのサイズ
を小さくする場合、内部の論理パーティシ
ョン以下のサイズにはできません。
　そのため、一度論理パーティションのサ
イズを小さくしてから、拡張パーティショ
ンを縮小するという2段階の操作が必要に
なります。
　また、逆に拡張パーティションを拡大し
た後は、内部の論理パーティションを拡張
するか、新しく論理パーティションを作成
しなければ、拡張して増やした容量を利用
することはできません。
　ここでは論理パーティションを容量いっ
ぱいに割り当てた拡張パーティションのサ
イズの縮小方法を解説します。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

操作に関する注意点

「はい」ボタン
をクリック4

ドラッグして論理パーティ
ションのサイズを調整する3

論理パーティ
ションを選択1

「パーティションの移動／
サイズ変更」をクリック2
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S T E P19 拡張パーティションをサイズ変更／移動する

ドラッグして拡張パーティ
ションのサイズを調整する8

「はい」を
クリック9

「適用」を
クリック10

拡張パーティション
（水色の部分）を選択 5「パーティショ

ン」を選択6

「パーティションの移動／
サイズ変更」を選択7

「はい」を
クリック11

パーティションの処理中は、絶対に電源を
切らないでください。

ディスクビュー画面で結果を確認する

サイズ縮小の処理が始まり、
進行状況が表示される

変更の内容を確認する画面が表示される
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	パーティションをコピーする
S T E P  20

ウィザードを使って、対話形式で設定内容を順番に選択していくだけで
パーティションをコピーできます。

「次へ」を
クリック3

コピーしたいパー
ティションを選択4

「ウィザード」を
クリック1

「次へ」を
クリック5

「パーティションコピーウィザード」が起動する

「パーティションの
コピー」をクリック2

　同じハードディスク内や別のハードディ
スクに、既存のパーティション以上の空き
領域があれば、パーティションごとコピー
することが可能です。空き領域分「サイズ変
更」（ステップ13）して「未割り当て」を用意
しておきます。
　ただし、システムが入ったパーティショ
ンを別のハードディスクにコピーしても、
そのパーティションからパソコンを起動す
ることはできません。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

ウィザードを使ってパーティションをコピー
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S T E P20  パーティションをコピーする

コピー後のパーティション
の位置とサイズを確認8

「完了」を
クリック10

「はい」を
クリック12

コピー先のパーティション
かハードディスクを選ぶ6

「次へ」を
クリック7

「次へ」を
クリック9

「適用」を
クリック11

「閉じる」を
クリック13

ウィザードによる作業が完了する

変更の適用を確認する画面が表示される

ここでコピーするパーティ
ションのサイズを変更するこ
ともできます

コピー先はパーティションが割り当てられてい
ない未割り当て領域が必要

作業が完了すると結果が表示される
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「ウィザード」を
クリック1

「ハードディスクの
コピー」をクリック2

「次へ」を
クリック3

「次へ」を
クリック5

コピー元のハード
ディスクを選択4

「次へ」を
クリック7

コピー先のハード
ディスクを選択6

「次へ」を
クリック9

コピーのオプ
ションを選択8

「ハードディスクコ
ピーウィザード」
が起動する

選択したコピー先のハードディスクにパー
ティションがあった場合、以下の画面が表

示されます。操作を続行するとコピー先のハード
ディスクのパーティショ
ンは消去されます。コ
ピー先とコピー元を確
認の上、「はい、コピー
を続行します」にチェッ
クを入れ、「次へ」を
クリックしてください。

ハードディスクを丸ごとコピーする
S T E P  21

ハードディスクの内容を、丸ごと別のハードディスクへコピーすることがで
きます。ステップ20のパーティションのコピーと違い、この操作でコピーし
た内蔵ハードディスクからパソコンを起動することが可能です。コピー先の
ハードディスクの容量に応じて、コピー後のパーティションサイズを調整す
ることもできるため、同一のパソコンで大きな容量のハードディスクに交換
するときなどに便利に利用できます。

　ハードディスクのコピーには、多数のオ
プション（₈）があります。状況に合わせて
適切なオプションを選択しましょう。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

状況に合わせオプションを選ぶ
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S T E P21 ハードディスクを丸ごとコピーする

「次へ」を
クリック11

「完了」を
クリック12

「適用」を
クリック13

「はい」を
クリック14

「閉じる」を
クリック15

 コピーのオプションの内容

コピー前と後の状態を
確認する

変更の適用を確認する画面が表示される

作業の進行状況が表示され、完了すると結果
が表示される。正しくコピーできたか確認する

●HDD RAWコピー （時間がかかります）
パーティション構造にとらわれずに、ハードディス
クを丸ごと各セクタ単位で正確なコピーをする。な
お、パーティションを拡大／縮小コピーすることは
できません。

●パーティションRAWコピー （時間がかかります）
使われていない未使用のセクタを含めて各パーティ
ションを丸ごとコピーする。なお、パーティション
を拡大／縮小コピーすることはできません。

●パーティション間の空きブロックを削除します
コピー元のハードディスクにパーティション間の未
割り当て領域があった場合、コピー先ではそれを削
除する。

●データをコピーし、ディスクサイズに比例して
パーティションサイズを変更します

コピー元の各パーティションの比率を維持したまま、
コピー先のハードディスクに合わせて各パーティ
ションのサイズを調整する。

コピー先のパーティ
ションサイズを指定10
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「次へ」を
クリック3

「ウィザード」を
クリック1

「バックアップウィ
ザード」をクリック2

バックアップする
S T E P  22

「バックアップウィザード」を利用すれば、画面の指示にしたがっていくだ
けで、パーティションやハードディスクのバックアップが簡単に利用でき
ます。ここでは外付けハードディスクにバックアップする例を説明します。

　バックアップウィザードでは、パーティシ
ョンやハードディスクを丸ごと1つのファイ
ルにまとめて、ハードディスク内の空き領
域や別のハードディスク、CD／DVD／Blu-
ray Discなどにバックアップすることがで
きます。バックアップは圧縮して行われるた
め、実際のパーティションサイズより小さい
容量で保存しておくことが可能です。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必
ず実行してください。

ウィザードでバックアップ バックアップしたいパーティションか
ハードディスクを選択4

「次へ」を
クリック5

バックアップイメージを保存するド
ライブ／フォルダを指定8

「次へ」を
クリック10

「次へ」を
クリック7

イメージ名（フォ
ルダ名）を入力9

「バックアップウィザード」が
起動する

「ローカル／ネット
ワークドライブに保
存する」を選ぶ

6
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S T E P22 バックアップする

作業の進行状況が表示され、バックアップが
完了すると結果が表示される

変更の適用を確認する画面が表示される

「次へ」を
クリック12

バックアップイメージ
の説明を入力11

「次へ」を
クリック13

「完了」を
クリック14

「適用」を
クリック15

「はい」を
クリック16

「閉じる」を
クリック17

ウィザードによる作業が完了する

バックアップの概要が表示される

●バックアップ対象：ハードディスクまたはパーティション単位となります。
●バックアップ先：内蔵／外付けハードディスク、CD／DVD／Blu-ray Discへバックアップ可能です。
●バックアップ終了後、作成したイメージの内容を「整合性チェック」（ステップ23）、 

「ボリューム参照」（ステップ24）で確認してください。
●ハードディスクにエラーがある場合はバックアップが正常に行えません。 

バックアップの前にはエラーチェックを実行してください（ステップ3）。
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バックアップイメージを確認する
S T E P  23

パーティションやドライブをバックアップした後は、バックアップイメー
ジが正しく作成されたかの整合性を確認する必要があります。バックアッ
プイメージの内容検証はウィザード形式で実行できます。

　バックアップしたイメージから正しくシ
ステムやデータを復元するには、バックア
ップイメージが正しく作られている必要が
あります。バックアップを行った後には、
万が一のエラーに備えて、バックアップイ
メージが正しく作成されたかどうかを検証
してください。この作業でエラーが発見さ
れたら、ステップ3のエラーチェックを実
行後にステップ22に戻って、再度バックア
ップを行いましょう。

バックアップイメージの検証

「ウィザード」を
クリック1

「完了」を
クリック6

「バックアップイメージの整
合性チェック」をクリック2

「次へ」を
クリック3

「次へ」を
クリック5

検証の結果、エラーがなければ
このような画面が表示される

バックアップイメージ
ファイルを選択4

バックアップイメージの検証が始まる

フォルダを選択してもイメージファイルの詳細
が表示されない場合は、フォルダ内の拡張子が

「PBF]のファイルを選択してください
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バックアップイメージからファイルを抽出する
S T E P  24

「ボリューム参照」機能を使えば、ローカルディスクに保存されたバック
アップイメージからファイルを抽出することが可能です。

　バックアップされたイメージファイルの
中身は「ボリューム参照」機能を使うことで、
確認できます。また、「ボリューム参照」で
確認したバックアップファイルの中の一部
の必要なものだけを抽出して、ファイルと
して取り出すことも可能です。

ボリューム参照からファイルを抽出

バックアップイメージが保存
されたドライブをクリック 1

「OK」を
クリック7

指定したフォルダにファイルが抽出される

バックアップイメージ内から抽出したい
ファイルやフォルダを右クリック4

「エクスポート」
をクリック5

ファイルの保存
先を選択6

「ボリューム参照」
をクリック2

バックアップファイルをダ
ブルクリックして開く3

※イメージファイルの拡張子は「PBF」「P00」「000」などになります。
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バックアップイメージを復元する
S T E P  25

バックアップイメージファイルを保存しておけば、いつでもバックアップ
時のハードディスクやパーティションの内容を復元できます。

　復元ウィザードを使えば、バックアップ
イメージを元にハードディスクやパーティ
ションを復元できます。なお、復元するイ
メージファイルは、復元先以外に保存して
おく必要があります（たとえば、Cドライ
ブを復元するときには、バックアップイメ
ージはDドライブなどに保存してください。
また、ハードディスク全体を復元するとき
は、別のハードディスクにイメージを保存
しておく必要があります）。OSがインスト
ールされているパーティションやディスク
全体を復元する場合は、製品CDから起動
して操作を行ってください。CD起動の方法
についてはステップ6を参照してください。

ウィザードを使って復元する

「ウィザード」を
クリック1

「復元」を
クリック2

「次へ」を
クリック3

復元ウィザードが起動する

フォルダを選択してもイメージファイルの詳細
が表示されない場合は、フォルダ内の拡張子が

「PBF]のファイルを選択してください

復元したいイメージ
を選択4

「次へ」を
クリック5

「次へ」を
クリック6

復元前にステップ 23 の手順でイメージ
ファイルを検証してください。



61

S T E P25 バックアップイメージを復元する

復元するパーティ
ションを選択7

「次へ」を
クリック8

「次へ」を
クリック9

「完了」を
クリック10

「適用」を
クリック11

再起動をして作業完了 「閉じる」を
クリック13

「はい」を
クリック12

復元先は注意して選択してください。復元
先のハードディスク／パーティションの内容

が削除されます。
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ファイルシステムを変換する
S T E P  26

NTFSやFAT32といったパーティションのファイルシステムを変換でき
ます。

　パーティションの内容に変更を加えずに
パーティションのファイルシステムを変更
します。この操作を行うと、NTFS形式の
パーティションはFAT32形式に、FAT32
形式のパーティションはNTFS形式に変更
されます。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

NTFS 形式のパーティションを FAT32 形式に変換

「パーティション」
をクリック2

「閉じる」を
クリック8

変換するパーティ
ションを選択 1

「変換」を
クリック 5

「適用」を
クリック6

変換作業の進行状況が表示され、変換が完
了すると結果が表示される

「ファイルシステム
の変換」を選択3

変換されるファイル
システムを確認4

「はい」を
クリック7
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パーティションのタイプを変換する
S T E P  27

基本パーティションや論理パーティションといったパーティションのタイ
プを変換します。

　一度作成したパーティションの内容に変
更を加えずにパーティションのタイプを変
更します。この操作を行うと、基本パーテ
ィションは論理パーティションに、論理パ
ーティションは基本パーティションに変更
されます。
作業前にステップ 3 で解説したエラーチェックを必ず実
行してください。

パーティションタイプを変更する

「論理パーティション
に変換」を選択4

「はい」を
クリック7

変換作業の進行状況が表示され、変換が
完了すると結果が表示される

変更の適用を確認する画面が表示される

「閉じる」を
クリック8

「適用」を
クリック6

「はい」を
クリック5

「パーティション」
をクリック2

変換するパーティ
ションを選択 1

「変更」を
選択3
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公式ガイドブック
14

パーティションを簡単操作！

パーティション
ワークス

●データを消さずに簡単に
　パーティションを操作
●SSD/2TBを超える
　大容量ハードディスクへ対応
●初めてでも安心！
　図解中心のガイドブック付き




